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学
力
の
幅
の
あ
る
生
徒
た
ち
に
ど

う
将
来
の
進
路
を
展
望
さ
せ
、
勉
学

へ
と
向
か
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
か　
　

。

多
く
の
高
校
が
抱
え
る
こ
の
課
題
に
、

全
校
あ
げ
て
取
り
組
む
の
が
、
青
森

県
立
三
沢
高
等
学
校
（
福
士
順
一
校

長
）
で
あ
る
。「
成
績
上
位
層
の
中

学
生
が
１
０
０
人
規
模
で
市
外
に
出

る
中
、
ど
う
上
を
向
か
せ
て
い
け
ば

い
い
の
か
が
、
一
番
苦
労
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」
と
進
路
指
導
部
長
の

小
笠
原
博
樹
先
生
（
公
民
）
は
語
る
。

　

そ
の
三
沢
高
校
で
は
今
春
卒
業
し

た
２
３
６
人
の
う
ち
、
国
公
立
大
学

合
格
者
が
の
べ
61
人
、
私
立
大
学
合

格
者
数
が
の
べ
１
７
０
人
、
大
学
進

学
者
数
は
１
５
１
人
で
大
学
進
学
率

64
％
と
な
り
、
過
去
最
高
を
記
録
し

た
（
資
料
①
）。
短
大
も
含
め
た
進

学
率
は
69
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と
平
成

20
年
の
70
・
８
％
に
迫
る
勢
い
。
進

学
先
は
東
北
大
や
筑
波
大
な
ど
難
関

大
学
と
と
も
に
、
下
関
市
立
大
や
名

桜
大
な
ど
幅
広
い
地
域
に
及
ん
だ
。

学
部
中
心
で
国
公
立
を
目
指
す

　

平
成
27
年
度
卒
生
が
入
学
し
た
平

成
25
年
か
ら
3
年
間
、
学
年
主
任
を

務
め
た
の
が
、
野
澤
克
哉
先
生
（
国

語
科
）。
三
沢
高
校
で
は
学
年
団
が

中
心
と
な
っ
て
、
進
路
に
関
す
る
行

事
を
組
ん
で
き
た
。
転
任
し
て
き
た

ば
か
り
の
野
澤
先
生
は
い
き
な
り
、

「
国
公
立
大
学
合
格
者
１
０
０
人
」

を
掲
げ
た
。「『
無
理
じ
ゃ
な
い
か
な
』

と
い
う
表
情
を
さ
れ
た
先
生
も
い
ま

し
た
が
、『
ま
ず
は
推
薦
で
歴
代
一

位
を
！
』
と
訴
え
た
ん
で
す
。
私
た

ち
が
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
一
人
ひ
と
り

の
生
徒
を
し
っ
か
り
見
て
、
個
々
に

応
じ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、
自

ず
と
結
果
は
出
る
と
考
え
ま
し
た
」

と
そ
の
意
図
を
語
る
。

　

あ
く
ま
で
も
基
本
は
「
学
部
学
科

系
統
を
中
心
に
し
た
進
路
選
択
」（
小

笠
原
先
生
）。
だ
が
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
現
実
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
将
来
、
人
工
知
能
に
よ
っ
て
今
あ

る
多
く
の
仕
事
が
無
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
『
人
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
』
に
生
徒
を

ち
ゃ
ん
と
就
か
せ
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
、
先
生
方
と
ず
っ

と
議
論
し
ま
し
た
」
と
野
澤
先
生
。

　

生
徒
た
ち
に
も
「
将
来
仕
事
な
い

よ
、
今
は
取
り
合
え
ず
大
学
に
行
っ

た
方
が
い
い
、
で
も
行
っ
た
と
し
て

も
能
力
が
無
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
よ
、

逆
算
す
る
と
今
は
●
●
の
力
が
必
要

だ
よ
」
と
事
あ
る
ご
と
に
訴
え
た
。

　

そ
し
て
進
路
学
習
の
場
は
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合

学
習
）で
あ
る
。
三
沢
高
校
で
は「
早

め
早
め
」
の
進
路
学
習
を
心
が
け
て

き
た
。
資
料
②
は
平
成
27
年
度
卒
生

の
３
年
間
の
「
総
合
学
習
」
に
つ
い

て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
特
筆
す
べ
き
は
、
1
年
次

に
実
施
し
た
全
員
で
の
「
東
北
大
学

ツ
ア
ー
」。「
と
に
か
く
広
い
キ
ャ
ン

パ
ス
を
経
験
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
す
。

例
え
ば
私
は
筑
波
大
学
を
見
た
時
の

衝
撃
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
聞
こ
え
て
く

「書くこと」で自らを振り返り
進路実現へと意識づける

高校でのキャリア教育⑦特別
レポート

　社会人になると、「いかに自らの仕事を振り返り続けるか」を問われる場面が少な
くない。こうした「振り返り」の習慣づけをはじめ、早めの進路意識の育成によって、
難関大学への合格者を増やしてきたのが、青森県立三沢高校である。今回はその実
践をレポートした。

進路指導部長
小笠原博樹 先生 野澤克哉 先生

　　 青森県立三沢高等学校の実践

●特別レポート　高校でのキャリア教育⑦

る
言
語
が
た
く
さ
ん
で
、『
生
徒
は

入
り
た
く
な
る
な
』
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
刺
激
を
与
え
た
か
っ
た
」

と
野
澤
先
生
は
意
図
を
語
る
。

　

た
だ
し
、
先
生
方
は
事
前
の
お
膳

立
て
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
狙
い
は

訪
問
後
の
「
振
り
返
り
」
だ
。「
あ

な
た
は
何
を
聞
い
て
き
た
の
？
」
と

の
問
い
か
け
に
、
生
徒
は
何
も
答
え

ら
れ
な
い
。
す
か
さ
ず
「
そ
れ
で
は

ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
問
い
か

け
る
。
あ
え
て
「
一
回
失
敗
」
さ
せ
、

い
つ
ま
で
も
受
け
身
で
は
ダ
メ
だ
と

い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
年
秋
に
は
「
職
業
人

セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。
９
人
に
及
ぶ

職
業
人
か
ら
の
話
を
聞
く
機
会
を
設

け
た
。
業
種
は
製
造
・
流
通
・
接
客
・

公
務
関
係
な
ど
幅

広
い
。
さ
ら
に
２

年
生
で
は
、
生
徒

た
ち
自
身
が
職
業

人
67
人
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

　

大
学
訪
問
や
職

業
人
イ
ン
タ
ビ
ュ�

ー
で
生
徒
た
ち
の

テ
ン
シ
ョ
ン
は
上

が
る
。「
そ
れ
を

勉
学
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と

つ
な
げ
る
に
は
、

『
●
●
が
や
り
た

い
、
そ
の
た
め
に

一
番
い
い
大
学
を

目
指
す
』
と
い
う
、

内
発
的
で
折
れ
な

い
気
持
を
育
て
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
野
澤
先

生
は
力
を
込
め
て
言
う
。

　

例
え
ば
東
北
大
学
工
学
部
に
一
般

入
試
で
合
格
し
た
Ａ
君
。
高
校
入
試

の
成
績
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
は

な
い
も
の
の
、
数
学
の
記
述
問
題
の

添
削
指
導
を
年
間
３
０
０
枚
行
い
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
数
Ⅱ
Ｂ

で
満
点
を
取
っ
た
。
ま
た
名
桜
大
学

に
合
格
し
た
Ｂ
さ
ん
は
「
英
語
と
と

も
に
国
際
関
係
を
学
び
た
い
」
と
考

え
、
最
初
、
宇
都
宮
大
学
の
推
薦
入

試
に
応
募
す
る
も
不
合
格
。
一
般
入

試
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
名
桜
大
学

に
合
格
し
た
。
小
笠
原
先
生
も
「
今

年
は
最
後
ま
で
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず

ト
ラ
イ
し
て
い
っ
た
生
徒
が
多
か
っ

た
で
す
ね
」
と
振
り
返
っ
て
い
た
。

　

進
路
実
績
に
影
響
し
た
も
の
の
一

つ
が
、
先
生
自
身
に
よ
る
「
大
学
研

究
」。
先
生
方
は
平
成
25
年
以
降
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
２
泊
3
日
で
10

校
余
り
の
「
大
学
訪
問
」
を
し
た
。

訪
問
先
は
関
東
周
辺
の
国
公
立
大
学

と
新
潟
大
学
、
信
州
大
学
。
先
生
方

が
大
学
を
知
る
こ
と
は
最
も
強
力
な

「
進
路
情
報
」
に
な
る
。
実
際
に
こ

れ
ら
の
大
学
に
生
徒
も
進
学
し
て

い
っ
た
。

　

大
学
訪
問
で
大
切
な
点
は
何
か
。

野
澤
先
生
は
「
何
を
聞
き
た
い
の
か

を
あ
ら
か
じ
め
大
学
側
に
明
確
に
伝

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う

で
な
い
と
対
応
す
る
側
も
適
当
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
い
う
人
に
会

わ
せ
て
ほ
し
い
の
か
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
ポ

イ
ン
ト
を
語
っ
て
い
た
。

宝
物
に
な
っ
た
「
手
帳
」

　

平
成
27
年
度
卒
生
の
3
年
間
は
、

先
生
の
入
れ
替
わ
り
は
一
人
の
み
。

野
澤
先
生
は
「
各
先
生
方
は
そ
れ
ぞ

れ
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
り
、
素
晴

ら
し
い
学
年
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
の
野
澤
先
生
が
学
年
会
で
語
っ

た
「
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
だ
け
は
や

ら
せ
て
ほ
し
い
」こ
と
。そ
れ
が
、「
能

率
手
帳
ス
コ
ラ
）」（
㈱
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
の
活
用
で
あ
る
。

「
前
任
校
で
最
初
見
た
と
き
、『
な
ん

だ
こ
ん
な
も
ん
』
っ
て
思
っ
た
ん
で

す
。
で
も
使
っ
て
み
た
ら
生
徒
の
変

化
が
す
ご
く
大
き
い
。
使
わ
な
い
生

徒
と
の
差
は
如
実
に
現
れ
ま
し
た
」。

「
書
く
こ
と
」
で
人
は
物
事
を
記
憶

し
、
意
識
化
す
る
。
そ
の
作
業
を
日

常
の
生
活
に
組
み
入
れ
て
、
生
徒
の

◆合格者のべ数 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

国立大学 17 16 33 18 6 24 15 12 27 28 14 42 25 20 45
公立大学 7 21 28 7 17 24 13 18 31 8 14 22 7 11 18
私立大学 82 88 170 60 62 122 53 52 105 80 45 125 75 67 142
国公立短期大学 1 3 4 6 2 8 1 2 3 0 2 2 0 10 10
私立短期大学 0 14 14 1 30 31 0 25 25 2 19 21 2 33 35
専修・各種学校 13 23 36 14 38 52 13 45 58 15 29 44 18 41 59
◆進路状況
進
学
者
数

4年制大学 65 86 151 60 60 120 61 60 121 70 51 121 63 66 129
短期大学 1 13 14 4 27 31 2 23 25 2 20 22 1 23 24
専修・各種学校等 13 23 36 14 35 49 11 36 47 16 32 48 17 37 54
就　職 8 7 15 12 9 21 19 7 26 15 43 58 12 9 21
その他 13 7 20 9 7 16 8 6 14 10 15 25 2 5 7

◆国公立大学の合格者数（平成27年度）

国立大学
小樽商科大（１）　室蘭工業大（５）　北見工業大（１）　北海道教育大札幌校（１）
北海島教育大釧路校（１）　北海道教育大函館校（２）　弘前大（５）　岩手大（２）
東北大（１）　秋田大（１）　福島大（４）　筑波大（２）　宇都宮大（１）　埼玉大（1）
信州大（４）　豊橋技術科学大（１）

公立大学
名寄市立大（４）　釧路公立大（１）　札幌市立大（１）　公立はこだて未来大（１）
青森県立保健大（３）　青森公立大（８）　岩手県立大（１）　秋田公立美術大（１）
高崎経済大（１）　群馬県立女子大（２）　都留文科大（１）　長岡造形大（１）
下関市立大（１）　名桜大（２）

資料①　三沢高校の過去5年間の進路状況
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た
め
、
担
任
の
先
生
方
が
1
ク
ラ
ス

40
人
の
う
ち
、
1
日
8
人
の
手
帳
を

集
め
て
３
年
間
、
読
み
続
け
た
。
一

人
の
手
帳
を
週
１
回
読
む
勘
定
だ
。

そ
し
て
先
生
方
は
必
ず
一
言
「
ホ
メ

ン
ト
」す
る
。「『
が
ん
ば
っ
た
ね
』『
よ

く
や
っ
た
ね
』
な
ど
の
激
励
は
、
生

徒
に
と
っ
て
と
て
も
大
き
い
か
ら
で

す
」
と
野
澤
先
生
。
先
生
方
に
と
っ

て
も
手
帳
は
生
徒

と
の
貴
重
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
な
り
、

3
年
の
「
Ａ
Ｏ
・

推
薦
入
試
の
推
薦

書
作
成
」
に
活
か

さ
れ
て
い
っ
た
。

　

生
徒
は
手
帳
を

思
い
思
い
に
ア
レ

ン
ジ
。
英
語
だ
け

で
書
く
生
徒
、
び�

っ
ち
り
と
振
り
返

り
を
す
る
生
徒
。

そ
の
中
で
イ
ラ
ス

ト
を
駆
使
し
、
部

活
の
内
容
ま
で
書

い
た
Ｃ
さ
ん
の
手

帳
は
、
一
昨
年
の

手
帳
甲
子
園
・
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
ほ
ど
だ
（
19
頁
）。

　

手
帳
効
果
は
抜
群
だ
っ
た
。推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
生
徒
の
約
８

割
が
「
3
年
間
、
手
帳
を
き
ち
ん
と

つ
け
た
人
」。
例
え
ば
国
公
立
大
学

合
格
の
Ｄ
さ
ん
の
手
帳
に
は
、
ど
の

教
科
を
何
時
間
勉
強
し
た
の
か
が
3

年
間
、克
明
に
綴
ら
れ
て
い
た
。「
こ

ん
な
に
頑
張
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

終
わ
れ
な
い
。
だ
か
ら
後
期
も
！
と
。

気
持
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
ん
で

す
」（
野
澤
先
生
）。
手
帳
を
開
い
て

常
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
て
き
た
こ

と
が
、
勉
強
へ
の
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
維
持
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

　

生
徒
に
と
っ
て
「
手
帳
」
は
高
校

時
代
の
「
証
」
だ
。「
大
学
の
下
宿

先
に
、
3
年
分
の
手
帳
と
高
校
時
代

の
ジ
ャ
ー
ジ
を
持
っ
て
行
っ
た
生
徒

も
い
ま
す
」（
野
澤
先
生
）。
大
人
に

な
っ
て
高
校
時
代
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ

ど
、
手
帳
に
綴
ら
れ
た
3
年
間
は
、

さ
ら
に
輝
き
を
増
す
こ
と
だ
ろ
う
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

最
大
限
に
活
用

　

次
に
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
に
欠
か
せ

な
い
、「
文
章
指
導
」
を
見
て
み
よ
う
。

　

三
沢
高
校
で
は
小
論
文
指
導
が
本

格
化
す
る
の
は
２
年
生
の
秋
以
降
に

な
る
。
だ
が
先
の
「
手
帳
」
に
加
え
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
は
最
後
に

必
ず
「
振
り
返
り
」
を
さ
せ
る
な
ど
、

「
書
く
機
会
」
を
常
に
設
け
て
き
た
。

「『
会
社
の
週
報
に
し
ろ
、
患
者
さ
ん

の
カ
ル
テ
に
し
ろ
、
大
切
な
も
の
は

全
て
手
書
き
。
だ
か
ら
書
く
こ
と
を

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
と
、
話
し

て
き
ま
し
た
」
と
野
澤
先
生
は
語
る
。

　

そ
の
中
で
気
づ
い
た
の
が
生
徒
の

「
語
彙
の
乏
し
さ
」
で
あ
る
。「
人
は

自
分
の
知
っ
て
い
る
言
葉
で
し
か
思

考
で
き
ま
せ
ん
。
言
葉
の
数
を
ま
ず

増
や
さ
な
い
と
」。
そ
こ
で
野
澤
先

生
は
現
代
文
の
授
業
で
、
新
聞
記
事

を
元
に
時
事
問
題
を
読
ま
せ
て
「
自

分
の
言
葉
で
話
せ
る
よ
う
に
す
る
」

こ
と
を
試
み
て
い
る
。

　

さ
て
進
路
学
習
と
し
て
取
り
組
ん

だ
、2
年
生
1
月
の
「
志
望
理
由
書
」

を
見
て
み
よ
う
。
学
研
ア
ソ
シ
エ
の

「
志
望
理
由
書
」
を
活
用
し
、
1
月

は
「
粗
い
」
な
が
ら
も
最
後
ま
で
書

か
せ
、
添
削
指
導
を
受
け
た
の
ち
、

３
月
に
リ
ラ
イ
ト
す
る
と
い
う
流
れ

で
あ
る
。
全
て
の
答
案
は
コ
ピ
ー
し

て
保
存
し
、
二
回
と
も
担
任
の
先
生
、

学
年
主
任
、
進
路
指
導
部
長
が
目
を

変
容
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　

１
年
生
の
４
月
、
先
生
方
は
生
徒

に
手
帳
の
使
い
方
や
日
程
の
書
き
方

を
大
ま
か
に
説
明
し
た
。
強
調
し
た

の
は「
計
画
を
立
て
る
こ
と
」と「
振

り
返
り
」
を
す
る
こ
と
。「
何
を
ど

の
ぐ
ら
い
勉
強
し
た
か
」
を
週
単
位
、

月
単
位
で
メ
モ
す
る
よ
う
説
明
し
た
。

　

生
徒
に
渡
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

1　年 2　年 3　年

前期

4月

総学オリエンテーション 進路講演会 進路講演会(生徒・保護者）
進路探し・自分を知ろう 将来をイメージしよう 自己分析①

進路研究①（職業・業種調べ）
進路研究②（役割分担・計画を立てる）

5月

なりたい自分探し 進路研究③（職種について調べよう）ボランティア清掃
ボランティア清掃 ボランティア清掃 表現トレーニング①
自分史をつくろう 進路講演会 自己分析②
職業取材基礎① 進路研究（ＫＪ法）

6月
職業取材基礎② 進路研究⑤（校長講話） 進路講演会
大学体験学習準備 進路研究会⑥（ＫＪ法） 進路志望研究①
進路講演会(生徒・保護者） 　

7月 東北大学ツアー 主張大会準備 進路志望研究②
主張大会準備 主張大会準備

9月
職業研究②（職業人セミナー） 進路研究⑦（班別振り返り） 社会貢献研究①
職業研究③（職業人セミナー） 志望理由書トレーニング 社会貢献研究②
職業研究④発表会 面接について

後期

10月

学問研究 進路研究⑧（プレゼンテーション）表現トレーニング②・③
学部・学科研究 進路研究⑨（プレゼンテーション）社会貢献研究③④
文理選択研究①ガイダンス 小論文志望理由書講演会
文理選択研究② 志望理由書トレーニング

11月
文理選択研究③ 進路講演会 社会貢献研究⑤
自己評価と反省 小論文トレーニング 進路講演会

　 自己評価と反省

まとめ
取り　

夏期休業中 大学体験学習・レポート作成 進路研究・職業人インタビュー 　
7月中旬 主張大会 主張大会 主張大会

高大連携（6/８） 大学出張講義 大学出前講義（６／19）
　 　 弘大ドリーム講座（７月） 表現力研究（９／５）

資料②　平成27年度卒生の3年間の「総合的な学習の時間」案（4月段階）
通
す
徹
底
ぶ
り
だ
。

　

３
年
に
な
り
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試

を
受
け
る
生
徒
は
さ
ら
に
平
均
３
～

４
回
、
多
い
生
徒
は
8
回
程
度
書
き

直
し
内
容
を
完
成
さ
せ
る
。

　

志
望
理
由
書
を
深
め
る
た
め
に
重

視
し
て
い
る
の
は
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
へ
の
参
加
で
あ
る
。「
生
徒

た
ち
は
必
ず
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
ま
す
。
し
か
し
『
そ
こ
に
書
い

て
あ
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
よ
。
自
分

の
目
で
見
て
聞
い
た
こ
と
と
、
色
々

な
情
報
を
集
め
て
こ
よ
う
』
と
言
っ

て
い
ま
す
」
と
野
澤
先
生
。
そ
し
て

「
自
分
し
か
言
え
な
い
も
の
を
深
め

る
」「
何
を
や
り
た
い
か
、
将
来
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」

こ
と
を
生
徒
に
は
強
調
す
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
北
海
道
教
育
大
学
の
函
館

校
に
合
格
し
た
生
徒
は
、
両
親
と
何

度
も
フ
ェ
リ
ー
で
函
館
に
渡
り
、
大

学
を
訪
れ
た
。
ま
た
宇
都
宮
大
学
に

合
格
し
た
生
徒
も
何
度
も
大
学
を
訪

れ
、
教
授
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

る
ま
で
に
な
り
、
推
薦
入
試
で
合
格

し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、「
将
来
の
仕

事
」
が
明
確
な
分
野
の
進
路
は
深
め

や
す
い
。
例
え
ば
Ａ
Ｏ
入
試
で
青
森

県
立
保
健
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
、

訪
問
看
護
師
に
実
際
に
会
っ
て
志
望

を
決
意
。
青
森
県
内
の
訪
問
看
護
の

現
状
を
徹
底
的
に
調
べ
た
経
験
を
ま

と
め
て
、
見
事
合
格
で
き
た
。

　

一
方
で
、「
将
来
、
会
社
員
に
な

る
た
め
に
経
済
学
部
へ
」
と
い
っ
た

生
徒
の
志
望
動
機
は
ど
う
し
て
も
漠

然
と
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
志
望
理
由
書
と
と
も
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
「
小
論
文
」
で

あ
る
。
三
沢
高
校
で
は
３
年
の
９
月

か
ら
全
校
の
先
生
が
分
担
し
て
小
論

文
指
導
に
あ
た
る
。
添
削
指
導
は
基

本
的
に
、
各
先
生
に
ゆ
だ
ね
る
。

　

野
澤
先
生
は
「
私
の
添
削
は
か
な

り
粗
い
ん
で
す
。
た
だ
い
つ
も
言
っ

て
い
る
の
は
、『
ち
ょ
っ
と
変
だ
け

れ
ど
も
、
筋
が
通
っ
て
い
て
「
な
る

ほ
ど
」
と
読
め
る
答
案
を
』
と
い
う

こ
と
で
す
」
と
語
る
。
生
徒
は
す
ぐ

に
答
え
を
求
め
た
が
る
。
し
か
し
小

論
文
で
き
れ
い
な
答
え
は
出
な
い
。

そ
こ
で
筋
が
通
っ
て
い
る
と
思
わ
せ

る
た
め
に
は
何
を
書
け
ば
い
い
の

か
？　

と
問
う
。
す
る
と
生
徒
は
、

面
白
い
答
案
を
書
く
よ
う
に
な
る
。

　

添
削
指
導
は
複
数
回
行
う
。
熱
心

な
先
生
は
2
か
月
で
20
回
、
30
回
も

こ
な
す
。一
方
、「
練
習
不
足
で
不
安
」

な
生
徒
に
は
学
年
で
調
整
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、モ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

　

三
沢
高
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
進

路
指
導
・
学
習
を
発
展
さ
せ
る
べ
く

昨
年
か
ら
、「
モ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
県
教
委
研

究
指
定
）
を
始
め
て
い
る
。
モ
ス
と

は
「
も
っ
と
す
ご
い
自
分
に
出
会
え

る
」
と
、
三
沢
高
校
の
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
の
「
モ
ス
グ
リ
ー
ン
」
を
重
ね

合
わ
せ
た
も
の
。「
社
会
人
基
礎
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

に
育
て
る
」
べ
く
、「
学
び
」「
人
づ

く
り
」「
キ
ャ
リ
ア
」
の
３
つ
の
方

向
性
を
模
索
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
授
業
改
善
」
で
あ

る
。
昨
年
の
３
年
生
も
後
半
は
、
複

数
の
先
生
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
型
授
業
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
私
も
生
徒
に
活
動
し
て
ほ
し
い
の

で
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
や
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｌ
的
な
授
業
だ
と
誰
も
寝
な

い
し
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
生
徒
は

明
ら
か
に
減
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

『
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
』
先
生
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
野
澤
先
生
。

　

今
後
は
互
い
に
先
生
同
士
に
よ
る

「
互
身
授
業
」
も
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
役
所
と
タ
イ
ア�

ッ
プ
し
て
、
１
・
２
年
生
が
共
同
し

て
三
沢
市
に
つ
い
て
調
べ
る
「
探
究

型
学
習
」
も
実
践
中
で
あ
る
。

　
「
こ
の
学
校
の
生
徒
を
よ
く
す
る

た
め
に
、
個
々
の
学
年
だ
け
で
は
な

く
、
学
校
全
体
が
一
枚
岩
に
な
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

力
を
籠
め
る
野
澤
先
生
。「
こ
の
学

校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
え
る
学

校
づ
く
り
」
に
向
け
、
三
沢
高
校
の

挑
戦
は
こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
。

�

（
取
材
・
文
／
福
永
文
子
）

●特別レポート　高校でのキャリア教育⑦

▲�手帳甲子園・「優秀賞」を受賞したＣさんと「手帳」


